
8

　終末期に、仙骨部または尾骨部

に発生する褥瘡によく似た病変

は、Kennedy Terminal Ulcer（以

下KTU）といわれ、突然起こり、急

速に悪化し、患者は数日（長くても

6週間以内程度）で永眠するため、

死に至る過程（dying process）の一

つといわれている。これに関す

る論考は、欧米の論文には散見さ

れるが、わが国では少ない。ここ

では、従来あまり注目されていな

かったKTUを、欧米の文献を中心

に解説する。

　終末期に見られる特有の潰瘍性

病変を、イギリスの高齢者施設に

勤務していたKaren Lou Kennedy-

Evansが、1983年に記述したと本

人が記載している1。その後、1989

年3月にワシントンで開催された

第 1 回NPUAP（米国褥瘡諮問委

員会）で紹介し、論文となったのは
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同年5月である2。さらに、同年Stephen 

GlassleyがKTUと 命 名 し、以 後、欧

米では一般的な名称として流布する

よ う に な っ た。 な お、古 く はJean-

Martin Charcotが終末期に見られる

特有の褥瘡として、Lectures on the 

Diseases of The Nervous Systemの中

で紹介しているという報告がある3。

これは、現在KTUと呼ばれるものと

酷似している。

　KTUに関しては、他にも論文456が

いくつかあり専門のウェブサイト3も

開設され、典型的な写真が掲載されて

いる。ここでは、それらからKTUの臨

床的な代表的特徴をまとめて挙げ、診

断に役立つ事を目指した。

⑴仙骨部または尾骨部に発生する

⑵ 蝶形または西洋梨形の色調の変化

が認められる

⑶紫、赤、青、黒などの色を呈する

⑷突然出現する

⑸辺縁は不整である

　多くの場合、突然の色調の変化や水

疱で発見されるが、急速に悪化し短期

間でNPUAP分類のstageⅢ、Ⅳに達す

ることも特徴であるといわれている。

なお、最近の発生頻度は良く分かって

いないが、Kennedyによれば彼女の施

設では1998年当時、死亡された患者

の3.36％に発見されたとある1。

　正確な発生機序はいまだ解明され

ていないが、以下のような仮説があ

る。死に行く過程では、血流障害が人

体の諸臓器に起こると考えられ、これ

が多臓器不全をもたらす。そのため、

ひとつの臓器である皮膚も組織の還

流障害を受けているのではないか、と

いうものである。したがって、応力、

栄養不良、ずれなどによって起こる通

常の褥瘡とは区別すべきものとされ

ている。ただし、なぜそれが仙骨部

または尾骨部に発生するかは不明で

ある。

　KTUは、前述したような特徴を持

つため、臨床的にはいくつかの問題を

抱えている。

⑴ 発生率は高くないようだが、発生を

予防する事は難しく、治癒過程を

たどる事は期待できないので、死が

迫っている患者さんのご家族には、

発生の可能性を伝えておく必要が

あろう。

⑵ ケアに当たる看護師なども、この疾

患を知っていないと、行ってきた褥

瘡予防策が功を奏さなかったと誤

解される可能性がある。不可避で

あるともいえるので、失望する必要

はない。

⑶ 多くの医療施設では、褥瘡の有病率

や発生率の統計を取っているが、果

たして、このKTUを「褥瘡」として

登録すべきか考える必要がある。

⑷ 今後わが国においても、KTUの症

例を集積し、現状（発生頻度、原疾

患、年齢、発見から死亡までの期間

など）を把握することが必要であ

ろう。
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